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９月定例教育委員会会議録 

開催 年月日 令和８年９月３０日（水） 

開 催 日 時 午後３時１２分 

開 催 場 所 市役所別館３階大会議室 

出 席 委 員 

教 育 長  江嶋  久典 

委   員  木下  靖郎 

委   員  山崎  清男 

職務代理者  佐々木 美徳 

委   員  古田 嘉寿美 

 

出 席 参 与 

教 育 次 長 衣笠 雄司 

学校教育課主幹（総括） 清瀧 新太郎 

博 物 館 長 今田 秀樹 

人権・部落差別解消教育課長 財津 悦子 

教 育 総 務 課 長 渡辺 寛幸 

社 会 教 育 課 長 伊東 寿憲 

淡 窓 図 書 館 長 矢幡 明美 

学 校 給 食 課 長 矢野 登士太 

書 記 教育総務課総務企画係 主幹(総括) 井上 修吉 

附 議 議 案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第３３号 日田市スクールバスの管理及び運行に関する規則

の一部改正について 

議案第３４号 日田市立学校児童生徒通学費補助規程の一部改正

について 

議案第３５号 日田市立学校いじめ問題調査委員会委員の委嘱に 

ついて 

報告第１５号 行政職員の人事異動について 
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教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 総 務 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

ただ今から９月定例教育委員会を開催いたします。 

初めに、８月定例教育委員会の議事録の確認でございますが、

変更はありませんか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 ご了解いただきましたら、本会議終了後に署名をお願いいたし

ます。 

 続きまして、教育長の一般報告につきましては、お手元に配布

しております資料により、報告とさせていただきます。 

それでは議事に入りたいと思います。 

議案第３３号について説明をお願いします。 

 

議案第３３号 日田市スクールバスの管理及び運行に関する規

則の一部改正についてでございます。 

本案は、市が運行する福祉バスを廃止することになったことに

伴い、スクールバスに関する規則について必要な改正を行うもの

でございます。 

概要につきましては議案集の３ページをお願いいたします。２

番の関係法令にありますとおり、日田市福祉バスの設置、管理及

び運行に関する条例の第１条におきまして、公共輸送に恵まれな

い遠隔地における高齢者や障害者等の交通の利便を図るため福祉

バスを設置するとし、第３条におきまして、福祉バスは、スクー

ルバスの空き時間帯を利用し、運行するものとされておりまし

た。 

しかしながら、近年は人口減少等の影響から、福祉バスの利用

者数は年々減少しており、市として、交通手段を福祉バスから乗

り合いデマンドタクシーへと転換することとなりました。 

そのため、福祉バスに関する条例が、先日の９月市議会におき

まして廃止されたことに伴い、３番の改正内容の改正前、改正後

に記載のとおり、スクールバスの目的外利用として掲げられてい

る福祉バスの運行の記述を今回削除するものでございます。 

施行日は、福祉バスの廃止日と同日の本年１０月１日でござい

ます。 

 

ただ今説明のありました議案第３３号につきまして、ご質疑等

はございませんでしょうか。 

それでは、議案第３３号につきましては原案の通り可決してよ

ろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

議案第３３号 日田市スクールバスの管理及び運行に関する規

則の一部改正については、原案の通り可決されました。 

次に、議案第３４号について説明をお願いします。  
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教 育 総 務 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

山 崎 委 員 

 

 

 

教 育 総 務 課 長 

 

 

 

 

 

 

議案第３４号 日田市立学校児童生徒通学費補助規程の一部改

正についてでございます。議案集の４ページをお願いいたしま

す。 

本案は、市内路線バスのうち、日田バスターミナルから小鹿田

焼で有名な皿山へと向かう小鹿田線が廃止されることに伴い、規

定の整備を行うものでございます。 

具体的には、５ページの表の右側にございますように、戸山中

学校に在学する生徒のうち、殿町、源栄町、鈴連町の松山地区か

ら路線バスで通学する生徒への定期券補助に関する部分を、路線

バス廃止に伴い削除するとともに、６ページから９ページまで

は、その削除による号ずれの修正をするものでございます。 

次に、１１ページをお願いいたします。１番及び２番につきま

しては、先程ご説明した通りでございます。３番の改正による影

響でございます。小鹿田線の廃止に伴いまして、バスを利用して

いた生徒が６名おりますが、この６名につきましては、通学手段

が無くなることから、その代替として１０月１日からは同じ地区

から小野小学校まで児童を乗せているスクールバスの空き座席を

活用しまして、当該生徒を戸山中学校まで児童と相乗りする形で

スクールバスを運行し、通学手段を確保することとしておりま

す。 

スクールバスの規則につきましては、３番の表にございますよ

うに、すでに伏木町の生徒がスクールバスで戸山中学校へ通って

おり、記載がありますことから、特にスクールバスの規定の改正

はございません。施行日は１０月１日でございます。 

 

ただ今説明のありました議案第３４号につきまして、ご質疑等

はございませんでしょうか。 

 

小野小学校と戸山中学校への運行便数について、例えば、朝１

便、夕方１便でしょうか。それとも複数便を運行するのでしょう

か。 

 

小学校の登校については、基本的には朝１便となりますが、小

学校を中心に下り便のバス、また、上り便のバスの１便ずつで計

２便となっています。 

ただし、下校便は、小学校が１便となっていますが、中学校は

通常時の便のほか、３年生の補習がある場合に追加便を出し、ま

た、部活動がある日は追加便を出します。 
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山 崎 委 員 

 

 

教 育 総 務 課 長 

 

佐 々 木 委 員 

 

 

 

教 育 総 務 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 次 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 総 務 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日部活をするのであれば、毎日そういう便を出すということ

でしょうか。 

 

部活動があるときは、便を出します。 

 

路線バスが廃止されるため止むを得ないことだと思いますが、

定期券の補助であれば、財政的な負担はかなり大きかったので

しょうか 

 

財政的な負担についてですが、戸山中学校の生徒が６名おりま

すので、６名全員に対し、定期券を満額で補助しています。予算

としては、年間でおよそ９０万円程度かかっておりました。 

今回、小野小学校のスクールバスを活用するため、現行の委託

契約を変更する必要があります。この委託契約の変更で、１０月

１日からの半年分の委託料がおよそ３０万円から４０万円上昇し

ましたので、これが年間に換算するとおよそ６０万円から８０万

円程度上昇します。定期券補助と比較すると、予算的には若干下

がります。 

 

補足させていただくと、もともと小鹿田線には地域振興課が、

赤字路線のバス運行に補助をしております。 

今回の小鹿田線の廃止は、日田バスの意向によるもので、ここ

だけに限った話ではありませんが、背景には運転手の確保が非常

に困難な状況があるようです。 

結果的には、これまで市が補助していた赤字補填分が軽減され

ることになります。その額は、年間で１,０００万円程度が支出

されていましたので、トータルのコストで考えますと減となりま

す。 

 

補助という財政面だけ考えると下がることになりますけれど

も、日田市としてコストを下げたいからこのようになった訳では

なく、あくまでも日田バスの人材不足が発端です。 

なお、バス路線の廃止に伴い、新たに乗り合いデマンドタク

シーを運行する予定です。まだ実績がないことから、この運行に

どの程度の経費がかかるのかわかりません。よって、全体的に見

たときの財政的なコストがどの程度になるのかはわからないとこ

ろです。 
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教 育 長 

 

 

 

 

 

学校教育課主幹 

（総括） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

山 崎 委 員 

 

学校教育課主幹 

（総括） 

 

山 崎 委 員 

 

学校教育課主幹 

（総括） 

 

教 育 長 

 

 

 

それでは、議案第３４号につきましては原案の通り可決してよ

ろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

議案第３４号 日田市立学校児童生徒通学費補助規程の一部改

正については、原案の通り可決されました。 

次に、議案第３５号について説明をお願いします。 

 

学校教育課課長の阿部は本日不在でございますので、代理で指

導係主幹（総括）の清瀧からご説明いたします。 

議案第３５号 日田市立学校いじめ問題調査委員会委員の委嘱

についてでございます。 

議案集の１２ページから１４ページをお願いいたします。 

本議案は、委員の任期が本年１０月１４日に満了することに伴

い、日田市立学校いじめ問題調査委員会条例の規定に基づき、新

たに委員を委嘱するものでございます。 

委員会は、学識経験者、弁護士、精神科医、臨床心理士、社会

福祉士で構成されており、関係団体からの推薦により選任してお

ります。 

今回委嘱する委員につきましては、１２ページにございますよ

うに、４名が新任、１名が再任となっております。 

任期は令和８年１０月１５日から令和１０年１０月１４日まで

となります。 

 

ただ今説明のありました議案第３５号につきまして、ご質疑等

はございませんでしょうか。 

 

前回の委員の任期中に、委員会は何回開いたのでしょうか。 

 

前回の任期中に重大事態が１件あり、これに要した回数は１７

回でした。なお、本件は、本年４月に報告書をまとめています。  

 

１件の案件について、１７回ということでしょうか。 

 

そのとおりです。 

 

 

それでは、議案第３５号につきましては原案の通り可決してよ

ろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

議案第３５号 日田市立学校いじめ問題調査委員会の委嘱につ

いては、原案の通り可決されました。 
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教 育 総 務 課 長 
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古 田 委 員 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

次に、報告第１５号について説明をお願いします。 

 

報告第１５号 行政職員の人事異動についてでございます。 

議案集の１５ページでございます。 

令和８年１０月１日付で行政職員の人事異動があり、そのう

ち、教育委員会事務局職員に係る異動について、日田市教育委員

会事務委任規則第４条の規定に基づき、専決処分を行いましたの

でご報告するものでございます。 

１６ページをお願いいたします。 

今回の人事異動における教育委員会の対象者は、記載の通り、

退職者１名、選挙管理委員会事務局への転出１名、博物館と学校

給食課への転入がそれぞれ１名ずつでございます。 

 

ただ今説明のありました報告第１５号につきまして、ご質疑等

はございませんでしょうか。無ければ報告につきましては以上と

なります。その他についてお願いします。 

 

次回の定例教育委員会の日程についてでございます。  

１０月期の定例教育委員会は、１０月２０日火曜日１３時から

勉強会、１３時３０分から定例教育委員会でお願いしたいと思い

ます。 

 

１０月期定例教育委員会の日程は、ただ今の説明の通り、１０

月２０日火曜日ということでございますがよろしいでしょうか。 

それではそのようにお願いいたします。 

その他、何かございませんでしょうか。 

 

先程説明のあった日田バス小鹿田線の廃止について、小野地区

のバス路線上に、「８０年間運行ありがとう」と書いたのぼり旗

が立てられています。また、小野小学校、戸山中学校のグラウン

ドにも、ものすごく大きな横断幕で、「日田バス小鹿田線運行８

０年間ありがとう」と、地区を挙げて日田バスに感謝の気持ちを

掲げており、本当に胸が熱くなる思いでした。 

 

地域の思いが込められたのぼり旗や横断幕ですね。  

それでは、その他ご意見等がなければ、以上で９月定例教育委

員会を閉会いたします。 

お疲れ様でした。 
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終了時刻：午後３時２９分 

 

 


